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	応用
	抗原情報
	背景
	Hippoシグナル伝達経路において重要な役割を果たす転写因子。Hippoシグナル伝達経路は、増殖を抑制しアポトーシスを促進することで、臓器の大きさの制御と腫瘍の抑制に関与する経路です。この経路の中核はキナーゼカスケードで構成され、MST1/MST2は、その調節タンパク質SAV1と複合体を形成し、LATS1/2はその調節タンパク質MOB1と複合体を形成し、リン酸化されて活性化されます。LATS1/2は、YAP1がん性タンパク質とWWTR1/TAZをリン酸化して不活性化します。YAP1とWWTR1/TAZの遺伝子発現を媒介することで作用し、それによって細胞の増殖、遊走、および上皮間葉転換（EMT）誘導を制御します。 SPHおよびGT-IICのエンハンサー（5'-GTGGAATGT-3'）に特異的かつ協調的に結合し、in vivoで細胞特異的に転写を活性化する。活性化機能は、細胞特異的転写中間因子（TIF）を介した制限的な活性化によるものと考えられる。心臓発生に関与する。M-CATモチーフに結合する。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	HeLa 細胞溶解物中の TEAD1 発現のウェスタン ブロット解析。

